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絵
劉

砥
　
愛

邦
交
天
交
書
総
覧
三
）

古
川
龍
城

次
は
暦
に
就
い
て
の
本
を
紹
介
し
よ
う
○

（（（（（（（

八七六五四三二
　　　　　　　小一中田東廻柳

惣雑清
郎藏氏郎卒會子

等暦略永暦暦暦

　　本　　　日
講の　世　の
　　暦　　　諺

話話解暦　話解

　
二
五

　
四
〇

　
五
〇

　
六
〇

五
〇
〇

＝
一
〇

＝
一
〇

辰大乙丸野人須
　　卯
丈鐙出　華文原
　　版
館閣部善房壮屋

　
右
に
書
い
た
中
絶
版
で
無
い
の
は
（
二
七
）
ご
（
二
八
）
ε
だ

け
で
あ
る
。
（
二
二
）
ご
（
二
三
）
（
二
五
）
は
未
だ
見
な
い
。

（
二
四
）
は
通
俗
に
書
論
し
干
支
ざ
か
五
行
こ
か
迷
信
に
關
す

る
事
項
ま
で
委
し
く
説
明
し
、
（
二
六
）
は
彪
大
な
本
で
主
こ

し
て
帥
肚
の
高
子
ご
か
祭
禮
な
ご
に
カ
を
入
れ
て
説
き
帥
官

用
の
書
ざ
思
ふ
。
（
二
七
）
は
附
録
の
陰
陽
暦
六
切
表
が
頗
る

便
利
な
物
で
、
（
二
八
）
は
色
々
な
挿
圖
が
あ
b
中
々
氣
の
利

い
陀
書
き
振
り
を
示
し
て
居
る
。
次
に
星
合
の
類
で
は

　
（
二
九
）
H
本
天
丈
學
曾
早
　
座
　
早
　
見
　
　
一
二
〇
　
　
三
　
省
　
堂

　
（
三
〇
）
同
　
　
　
　
　
　
新
撰
恒
星
表
（
折
本
）
　
一
〇
〇
　
　
同

　
（
三
一
）
同
　

恒
星
解
設
　
三
〇
同

　
（
三
二
）
小
倉
伸
吉
　
　
星
　
　
の
　
　
圖
　
　
　
六
〇
　
　
大
　
鐙
　
閣

　
今
ま
で
星
圖
は
此
の
三
種
類
（
「
ご
コ
は
解
説
し
だ
物
で
圖

で
は
無
い
）
に
止
ま
り
（
二
九
）
は
一
枚
の
表
で
任
意
の
時
刻

に
天
塞
に
如
何
な
る
星
座
が
見
ぬ
る
か
を
直
ぐ
知
る
を
得
て

甚
だ
便
利
な
物
で
あ
る
。
併
し
星
の
名
稔
は
一
々
記
入
し
て

な
い
。
其
れ
は
（
三
〇
）
に
依
っ
て
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の

圖
は
一
枚
刷
で
五
等
星
迄
ご
有
名
な
星
雲
星
團
等
を
も
洩
ら

さ
す
、
甚
π
整
つ
だ
物
で
折
本
の
外
、
監
製
に
も
な
っ
て
居

π
が
惜
し
い
哉
絶
版
ら
し
い
。
（
三
一
）
は
小
倉
氏
の
編
し
紀

前
圖
の
解
説
で
、
攣
光
星
、
星
團
、
星
雲
、
重
星
の
表
な
ご

甚
だ
便
利
で
あ
る
が
、
矢
張
り
絶
版
ε
な
っ
た
。
（
三
二
）
は

今
で
は
木
鋤
唯
一
の
星
圖
で
四
等
星
迄
を
記
し
甚
だ
簡
便
な

菊
熱
型
の
小
冊
子
で
あ
る
。
此
れ
以
外
本
邦
出
版
の
星
圖
の

無
い
の
は
不
便
で
あ
る
。
次
は
雑
誌
を
集
め
セ
。

　
　
　
　
探
陰
世
界
　
　
　
　
　
　
　
二
二
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此
の
中
で
（
三
三
）
は
月
に
關
す
る
小
弓
、

成
功
雑
誌
赴

時
事
新
報
瀧

不
　
　
　
　
　
明

日
本
天
丈
學
會

天
目
同
好
會

文
學
等
の
記
事
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を
集
め
だ
物
で
中
ρ
面
奮
い
。
（
三
四
）
は
憲
頭
に
少
し
星
の

事
を
書
い
だ
物
で
、
（
三
五
）
は
知
ら
な
い
Q
以
上
三
部
は
絶

版
で
、
（
三
六
）
は
明
治
四
十
一
年
に
初
め
て
一
々
の
聲
を
墨

げ
三
物
で
霊
魂
の
各
科
で
其
れ
ま
で
各
專
門
の
難
誌
の
無
い

物
は
一
つ
も
無
く
濁
り
天
文
の
み
何
等
專
門
難
誌
の
無
か
つ

国
事
は
天
文
修
理
の
等
し
く
遺
憾
こ
し
て
居
陀
腱
で
、
斯
の

雑
誌
の
登
刊
は
着
順
多
年
の
潟
望
を
満
巧
し
謡
物
で
あ
る
。

併
し
な
が
ら
他
の
化
學
雑
誌
＆
か
、
動
物
學
錐
誌
ε
か
は
唱

般
人
の
購
護
な
ご
は
顧
慮
せ
す
專
ら
、
壮
者
の
需
要
を
充
た

す
事
を
趣
旨
ざ
し
て
居
る
が
、
此
の
雑
誌
は
通
俗
向
き
ε
云

ふ
事
を
念
頭
に
置
く
の
は
未
だ
程
度
の
低
い
憾
み
は
あ
る

が
、
併
し
純
粋
に
學
者
向
き
こ
し
だ
ら
未
だ
本
邦
の
如
き
蜥

學
の
普
及
し
な
い
所
で
は
購
讃
者
が
百
人
に
も
満
た
な
い
か

ら
、
實
は
止
む
を
得
す
素
人
を
も
眼
中
に
恐
い
把
の
で
、
此

の
黙
は
諒
巴
す
べ
き
で
む
る
。
拐
て
吾
々
の
（
三
七
）
の
天
界

は
吾
が
會
の
登
表
機
關
で
其
の
趣
意
ε
す
る
所
は
別
に
掲
載

し
た
通
り
で
此
庭
に
は
省
ぐ
。
次
に
は
宇
宙
開
闘
論
に
關
す

る
書
を
集
め
陀
。

　
（
三
入
）
一
戸
直
藏
　
　
宇
宙
開
開
論
史
　
　
一
入
○
　
　
大
倉
書
店

　
（
三
九
）
同
　
　
　
　
　
宇
雷
登
展
論
　
　
日
八
○
　
　
同

　
（
四
〇
）
同
　
　
　
　
　
　
最
近
の
宇
宙
観
　
　
四
七
〇
　
　
大
　
鐙
　
闇

　
（
四
、
一
ワ
薦
野
敬
三
郎
　
　
宇
宙
の
進
化
　
　
二
八
○
　
　
博
　
丈
館

　
（
四
二
）
新
城
新
藏
宇
宙
．
進
牝
論
二
七
〇
丸
　
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ
ニ
ウ
ス

　
右
に
掲
げ
セ
中
（
三
八
）
か
ら
（
四
〇
）
迄
は
≧
告
曾
貯
酸
の

原
著
で
（
三
入
）
は
古
代
人
の
宇
宙
観
や
創
造
説
話
や
、
叉
近

世
の
進
歩
し
π
天
地
開
開
論
や
ら
を
歴
史
的
に
記
載
し
、

（
三
九
）
は
前
書
の
姉
妹
書
で
地
球
の
構
造
に
筆
を
起
し
太

陽
、
星
雲
等
に
及
ぼ
し
、
結
局
二
天
膿
の
衝
突
か
ら
星
雲
が

出
門
、
其
れ
が
冷
却
牧
指
し
て
恒
星
こ
な
る
こ
の
論
で
、
叉

地
上
の
生
命
の
起
源
を
一
天
膿
か
ら
自
家
し
だ
胞
子
に
死
し

て
居
る
。
（
四
〇
）
は
銀
河
や
ら
天
一
の
大
氣
、
惑
星
な
ご
を

論
じ
、
素
入
に
も
＋
分
興
味
を
起
さ
せ
る
書
き
振
り
、
へ
四

二
）
は
宇
宙
の
構
造
、
天
一
の
運
動
、
宇
宙
の
進
化
に
就
き

新
城
博
士
猫
特
の
創
意
を
以
っ
て
嚇
引
し
、
宇
宙
は
漸
進
的

に
進
化
し
て
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
循
環
読
ε
は
見
解
を
異
に
し
て

居
ら
れ
る
○
（
四
一
）
は
藍
野
治
山
・
士
が
大
序
自
巴
①
の
原
書

に
依
り
太
陽
系
、
恒
星
界
、
薪
奮
の
天
文
學
、
宇
宙
開
開
論

に
就
き
精
細
に
筆
を
運
び
、
大
石
ア
レ
ニ
ウ
ス
流
の
見
解
で

あ
る
。
是
等
は
蕾
に
天
文
三
者
の
み
な
ら
す
哲
學
磯
、
宗
門

家
な
ざ
も
一
讃
す
れ
ば
大
に
得
る
所
が
あ
る
で
あ
ら
う
。
け

れ
ざ
も
次
の
様
な
噌
般
天
文
學
を
護
ん
で
居
な
い
ご
唱
寸
了

解
に
苦
し
む
憂
ひ
が
無
い
で
も
無
か
ら
う
o
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（
四
三
）
須
藤
傳
次
郎

（
四
四
）
嚇
戸
直
藏

（
四
号
）
同

（
四
山
ハ
）
同

（
四
七
）
木
村
一
歩

星
　
　
　
　
　
學

高
等
天
守
學

灘
天
田
慨

盤
震
二
選

溶
氏
天
丈
．
書

一
〇
〇

一
〇
〇

三
五
．
〇

三
五
〇

一
二
〇

不
　
明

不裳大同博

　一揖文
明房閣館

　
筍
も
天
丈
學
を
系
統
的
に
研
究
し
よ
う
ご
思
へ
ば
（
四
三
）

は
是
罪
精
選
す
る
必
要
が
あ
る
、
　
一
寸
古
い
の
は
我
慢
し
て

殊
に
第
一
編
緒
．
論
は
他
の
專
ら
通
俗
準
易
を
旨
ご
す
る
本
に

は
詳
心
し
て
無
い
座
標
、
器
械
、
惑
星
の
蓮
動
、
距
離
質
量

の
測
法
、
種
々
の
誤
差
な
ご
極
め
て
要
領
よ
ぐ
書
い
て
あ

る
。
第
二
編
は
太
陽
系
、
第
三
編
は
恒
星
界
に
就
い
て
の
記

述
で
痴
る
。
書
き
振
り
は
一
向
趣
味
は
無
い
が
置
ハ
の
意
味
の

天
交
學
を
知
ら
う
こ
す
る
人
に
は
絶
好
の
入
門
書
で
あ
る
。

（
四
四
）
は
諸
種
の
誤
差
、
天
意
の
運
動
、
引
力
、
経
緯
度
及

び
時
の
測
定
法
等
を
詳
記
し
、
高
等
三
雲
を
用
ひ
稽
程
度
の

高
い
本
で
あ
る
。
（
四
五
）
は
上
子
に
於
い
て
は
（
四
三
）
に
似

て
、
一
暦
詳
し
く
新
ら
し
く
緒
論
ε
太
陽
系
ご
を
掴
め
、
下

憲
は
最
近
の
出
版
で
恒
星
界
に
就
い
て
詳
瀧
．
し
て
あ
る
Q
此

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
か
ど

の
書
上
下
二
巻
を
精
通
す
れ
ば
一
廉
の
素
人
天
文
學
者
ご
・
な

る
事
が
削
摩
よ
う
。
（
四
六
）
は
2
雪
8
巨
げ
の
名
著
の
翻
鐸

で
初
め
に
恒
星
の
通
論
及
び
各
論
を
挑
列
し
、
懇
末
に
は
宇

宙
の
組
織
ε
か
登
展
ご
か
の
問
題
に
論
及
し
て
あ
る
。
幾
度

護
ん
で
も
津
々
た
る
趣
味
の
書
き
る
の
を
知
ら
な
い
。
（
四

七
）
は
ピ
8
与
2
の
翻
諜
で
明
治
の
初
年
の
出
版
で
あ
る
。

以
上
の
中
で
（
四
五
）
を
除
き
他
は
惜
し
い
哉
皆
絶
版
ε
な
つ

泥
。
終
り
に
小
説
を
二
種
掲
げ
る
。

　
（
四
八
）
黒
岩
涙
香
暗
黒
星
．
　
不
明
不
　
明

（
四
九
）
橋
本
弘
聰
篇
珠
へ
　
五
五
二
進
馳

　
此
の
中
で
前
書
は
早
や
絶
版
、
ニ
ェ
ー
カ
ム
の
原
著
で
、

暗
黒
星
が
太
陽
系
内
へ
突
進
し
て
摩
て
、
地
球
上
の
人
々
が

大
危
害
を
被
り
、
後
書
は
曇
る
登
明
家
が
月
世
界
へ
飛
ん
で

行
つ
π
ら
、
其
威
に
は
奇
膿
な
人
類
（
？
）
が
居
て
抵
抗
す
る

有
機
を
恥
い
セ
も
の
で
墜
方
こ
も
中
々
面
自
い
。
灯
れ
で
明

治
大
正
の
代
に
出
版
さ
れ
だ
邦
文
天
文
圖
書
は
殆
ん
ご
霊
し

π
積
b
で
あ
る
。
若
し
護
渚
の
中
で
此
れ
等
以
外
の
物
を
御

承
知
な
ら
ば
是
非
御
一
報
を
煩
は
し
度
い
ご
思
ふ
。
（
親
り
）

　
附
記
　
若
し
會
員
諸
氏
の
中
で
次
の
書
な
御
持
ち
に
な
っ
て
居
て
御
不
用
な

　
ら
ば
相
當
の
代
債
で
譲
っ
て
下
さ
る
か
、
叉
新
刊
一
書
交
換
・
し
て
下
さ
る
事

　
な
切
望
し
ま
す
。

　
丈
部
省
天
丈
學
。
同
時
皐
及
時
刻
學
。
民
墨
取
天
丈
の
話
。
木
村
一
歩
洛
氏

　
天
丈
學
。
横
山
叉
次
郎
地
球
ミ
彗
星
の
衝
突
。
高
野
弦
月
ハ
ー
ソ
ー
大
馨
星

の
話
。
張
星
の
蝶
。
暦
霧
審
暦
の
話
。
柳
攣
暦
日
諺
解
。
田
丸

　
卓
郎
永
世
暦
。
黒
岩
塁
壁
暗
黒
星
。


